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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域包括ケアシステムの課題である社会的ケアおよび利用者の生活の質を
考慮したアウトカム評価を可能にするツールとして、社会的ケア関連QOL尺度’ASCOT’の日本語翻訳版を成功裡
に開発した。そして、自治体のケア事業運営におけるアウトカム指標の構造化に成功した。また、臨床的なケア
評価ツールとして社会的ケア関連QOL尺度が有効であることを帰納的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Community-based integrated care system is in need of outcome. This study 
will develop the translation of the ‘ASCOT’ (Adult Social Care Outcome Measurements Toolkit 
developed by the Univ. of Kent) into Japanese and verifying it, integrate items of Japanese version 
ASCOT into the local governments’ survey of older people including Long-term care users, and 
investigate how the social care related quality of life data is able to be utilized for effective 
management of long-term care, especially community-based integrated care, at the local 
administration level as well as clinical practice level in Japan. The Japanese version of ASCOT SCT4
 that has linguistic and statistical validity was successfully established. With regard to practical
 use of the measurement, under the collaboration with municipalities and clinical care specialists, 
benefits and efficacy of the established measurement in evidence-based management of care was 
confirmed.

研究分野：福祉社会学、福祉政策学、社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ケアの「社会的側面」「利用者にとっての生活の質」「アウトカム」という要素は、これまで重要だが政策評価
において軽視されてきた。本研究では、これらの要素を含むケア評価がメインストリーミング化した社会の実現
に貢献すべく、そこから遡って、設計科学的アプローチで「ケアを可視化するツール」としての社会的ケア関連
QOL尺度を開発した。また、当該ツールにより把握されるケアデータをエビデンスとした、これから求められる
オルタナティブなケアシステム運営の実装に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

⽇本では、地域包括ケアシステムの構築が⽬指されているが、成果を捉える基準は未確⽴で
あり効果的・効率的なシステム運営の観点から、ケアの質やアウトカムの評価に関する指標・
尺度の開発とそれらを使ったエビデンスの収集の必要性があった。ケアの質・ケアのアウトカ
ムに関する指標として特に注⽬したのが、社会的ケア関連 QOL (Social Care Related Quality of 
Life)である。ケアの質評価の国際的な議論においては、ケアの⽣活モデルや利⽤者視点重視と
いう潮流の中で、社会的ケアの側⾯も含めたケアのアウトカム評価が重視されてきていた（⻑
澤 2012）。しかし、各国で実際に利⽤されている指標は、⾝体機能や医療⾯の臨床指標、満⾜
度指標が中⼼であり、⽣活・社会的側⾯の状態についての測定は⼗分ではないことも指摘され
ていた（OECD 2013, 筒井 2016）。 

先⾏研究で注⽬されるのが、英国ケント⼤学が開発した社会的ケア関連 QOL（Social Care 
Related Quality of Life．以下、SCRQOL）の尺度 the Adult Social Care Outcomes Toolkit (ASCOT)
である。ASCOT は 8 つの領域、9 つの設問項⽬からなる。8 領域とは、「⽇常⽣活のコントロー
ル」、「個⼈の清潔さと快適さ」、「飲⾷」、「個⼈の安全」、「社会参加と関与」、「有意義な活動」、
「居所の清潔さと快適さ」、「尊厳」、である（Netten et al. 2012）。イギリスでは、「要⽀援・要
介護者の QOL の促進」はケアのシステム運営の質保証の重要領域とされ、社会的ケア関連 QOL
が指標として設定された（DoH  2012）。 
 
２．研究の⽬的 

こうした国内外の政策動向・課題や学術的議論をふまえ、本研究では、社会的ケアの側⾯を考
慮したケアのアウトカム評価に基づいた効果的・効率的な地域包括ケアシステム運営の⽅法論
の構築を⽬的とした。研究課題は⼤きく⼆つ設定した。ひとつは、⽇本で利⽤できる社会的ケア
のアウトカム評価尺度を確定することである。具体的には、ASCOT SCT４（⾃記式４件法）を
ターゲットとして、その⽇本語版を開発することとした。⼆つ⽬の課題は、SCRQOL を主要な
ケアのアウトカム指標のひとつに位置づけ、当該指標に関するデータの収集分析を⾏い、こうし
たデータのフィードバックが地域包括ケアシステムの運営に及ぼす影響を検討することである。 
  
３．研究の⽅法 
(1)  SCRQOL 尺度 ”ASCOT SCT４”の⽇本語版の開発 
① 翻訳と⾔語的妥当性、および、統計的な信頼性・妥当性の検証 
まず、ケント⼤学が開発した尺度 ASCOT SCT４（Adult Social Care Outcome Measurement 

Toolkit ⾃記式４件法）の⽇本語翻訳と、その⾔語的妥当性の検討を⾏った。尺度開発元より承
諾 を え て 、 尺 度 翻 訳 の 国 際 標 準 Consensus-Based Standards for the Selection of Health 
Measurement Instruments (COSMIN)に従い、⼀次翻訳、逆翻訳、試案作成、プリテストにより、
⽇本語版の⾔語的妥当性の検討・確定を⾏った。これらについて、国際学会での発表(Morikawa, 
Nakamura-Thomas, Moriyama, Shiroiwa, Razik & Malley 2017)および、国内の原著論⽂としても
刊⾏した（森川、中村、森⼭、⽩岩 2018）。⾔語的妥当性を備えた⽇本語版 ASCOT SCT4 の
作成は、本邦初の研究成果となった。 

次に、⽇本語版の尺度について、信頼性・妥当性の統計的な検証を⾏った。検証には、
SEM(Structural Equation Modeling)とIRT(Item Response Theory)などを⽤いた。また、既存
の健康関連QOL尺度（EQ-5D-5L)と本研究で開発した尺度間の関連性なども検討した。こう
したASCOT SCT4⽇本語版の統計的検証についても、学会発表（SHIROIWA, MORIYAMA, 



NAKAMURA, MORIKAWA, FUKUDA 2017; 中村・京極・森川他 2018；Nakamura-Thomas, 
Morikawa, Moriyama et.al 2018）および原著論⽂として刊⾏した（Nakamura-Thomas, 
Morikawa, Moriyama et.al 2019）。研究班が開発したASCOT SCT4⽇本語翻訳版は、原版開発
者ケント⼤学の承認を得て、開発が本研究班によることの明記とともにサンプルがWEB公開さ
れた（https://www.pssru.ac.uk/ascot/translations/）。 

② ⽇本語版独⾃のスコアリングアルゴリズムの開発 
 ３年次以降は、ASCOT SCT4 ⽇本語版について、⽇本国内の⽇本⼈に適合した独⾃のスコア
リングアルゴリズムの開発を進めた。その成果は、国際学会で報告するとともに（Shiroiwa, 
Nakamura, Moriyama et.al. 2018）、原著論⽂としても刊⾏した（Shiroiwa et al. 2019）。 

③ 尺度による SCRQOL のデータ収集と関連要因分析 
 ASCOT SCT4 ⽇本語版は、開発段階から、協⼒の得られた⾃治体において、介護保険事業計
画の策定準備として実施される在宅⾼齢者実態調査の項⽬に反映されている。当該⾃治体から
実態調査結果データの提供をうけ（データの⼆次利⽤）、得点分布とその関連要因についての分
析をすすめている。これらは SCRQOL に関する⽇本国内のエビデンスとなっており、学会発表
（森⼭ほか 2018）および論⽂化を進めている（森⼭ほか 投稿中）。 
 
（2）地域包括ケアシステムのアウトカム指標としての社会的ケア関連 QOL の導⼊、当該指標
のデータ収集とフィードバック 

まず、地域包括ケアシステムの運営におけるアウトカムデータの活⽤状況に関して、⾃治体
や事業者へのヒアリングを通じ把握した。ヒアリングからは、ケアのアウトカムの分析や、分
析結果の⾃治体計画 ・施策への還元のサイクルが必ずしも機能していないことが⽰唆された。 

地域包括ケアシステムのマネジメントは、⾃治体のケア計画・事業運営管理レベル、事業者
の組織的なケアのマネジメントのレベル、臨床における個別のケアマネジメントのレベル、の
３層構造をとる。本研究では、⾃治体レベルと臨床レベルで、アウトカム評価指標 SCRQOL
（尺度としては ASCOT）の導⼊、導⼊によるアウトカムデータの収集、データのフィードバ
ック、それらがケアマネジメントに及ぼす影響の検討を進めた。 

① ⾃治体におけるアウトカム評価および尺度の導⼊ 
地域包括ケアシステムのアウトカム評価、および、研究班が開発する SCRQOL 尺度

ASCOT ⽇本版の⾃治体調査への導⼊に関して、⾃治体との共同体制の構築を⾏った。 
まず、１⾃治体（A ⾃治体）から全⾯的な協⼒が得られた。当該⾃治体とは、⾃治体が実施

する介護保険サービス利⽤の在宅⾼齢者の実態調査に、ASCOT SCT４⽇本語版（開発中のも
のを含む）を組み込むことや、研究班による実態調査データの⼆次利⽤に関しての合意形成を
進めた。これらに関する⾃治体（市⻑）と研究代表者との契約を締結した。  

A ⾃治体では、第７期（2018〜2020 年度）介護保険事業計画・⾼齢者保健福祉計画を策定
するための基礎資料収集ために 2016 年度に実施した⾼齢者実態調査において、開発中の
ASCOT ⽇本語翻訳版の項⽬を設問に加え、研究班は、これら在宅の要介護者・要⽀援者の実
態調査データの⼆次分析により、SCRQOL の分布や関連要因の分析などを試⾏的に実施し、
分析結果を⾃治体にフィードバックした。その成果は学会で報告した（森川、森⼭、⽩岩、⼤
夛賀、松繁 2017；森⼭、森川、⽩岩、⼤夛賀、松繁 2017） 

これを契機にアウトカム評価の活⽤⼿法について継続的な意⾒交換を⾏いつつ、地域包括ケ
アシステムの主要３事業（在宅医療介護連携、認知症対策、介護予防）について、アウトカム
指標の洗い出しと構造化を、事業担当者と本研究班が共同で検討する枠組みをつくり、ワーキ



ンググループを組織した（図１）。その成果は、学会で発表するとともに（森川、森⼭、⼤夛
賀、松繁、⾼橋 2018）、A ⾃治体のケアシステム運営に具体的に取り⼊られた。すなわち、本
研究班と⾃治体関係者が共同で作成した指標リストは、介護保険の事業運営に関する協議会・
審議会で検討され、⾃治体としての活⽤が公式に承認された。 

② 臨床レベルでの社会的ケア関連 QOL 尺度の活⽤⼿法の検討・開発 
 2年次（2017年度）から、⾸都圏のC市および近隣の地域包括⽀援センターなどの⽀援実務者
と研究班を構成員として、「社会的ケア関連 QOL 尺度ASCOTの臨床活⽤に関する研究会」
を組織し年３回程度継続的に開催した。研究会では、ASCOTを⽤いた個別ケースの調査を⾏
い、その結果についてケアマネジメントの観点から検討した（図２）。これらから、ASCOTの
臨床現場への導⼊は、多分野多職種連携に基づくケアに共通の視点を提供することに寄与する
可能性が⽰唆され、ケア実践を促す臨床的なケア評価ツールとしての有効性がで⽰唆された。 

研究会の活動成果をまとめ、冊⼦「ASCOT 活⽤事例集−−『⽣活の質』からケア・⽀援・
サービスを考える：社会的ケア関連 QOL の測定」を作成した。 

 
図１ アウトカム指標構造化ワーキングの枠組み 

 

図 2  事例検討の概要・成果（ケース１の例） 
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４ 研究の成果 
(1) SCRQOL 尺度 ”ASCOT SCT４”の⽇本語版の開発 

SCRQOL 尺度 “ASCOT SCT４”の⽇本語版の開発という研究課題への成果を総括すると、
翻訳⼿続きの国際的指針に適合し、統計的な検証をすませた、科学的に妥当性が担保された
ASCOT SCT4（利⽤者向け⾃記式）⽇本語版とそのスコアリングのアルゴリズムを、本研究に
おいて世界で初めて成功裡に開発した。この成果は、⾼齢者等の成⼈の社会的ケア関連 QOL を、
⽇本国内において測定・数値化することを可能にするものであり、地域包括ケアシステムが⽬指
すアウトカムのエビデンス蓄積に⼤きく貢献するものである。 
 
(2) 地域包括ケアシステムへの社会的ケア関連 QOL 指標の導⼊、データ収集とフィードバック 
 ⾃治体との協働を通じ、⾃治体による地域包括ケアシステム主要事業の運営における
SCRQOL を含むアウトカム指標の構造化、および、介護保険事業計画策定のための実態調査項
⽬へのこれらの指標の導⼊に成功した。このことは、⾃治体がケアのアウトカムに関するエビデ
ンスデータを継続的・体系的に収集する基盤を形成すること、またその指標に SCRQOL が公式
に位置付けられることに寄与した。臨床レベルでは、SCRQOL 尺度 ASCOT が、多分野多職種
連携に基づくケア実践において効果的なケア評価ツールとして有効であることが帰納的に⽰さ
れた。臨床場⾯で尺度の活⽤事例冊⼦「ASCOT 活⽤事例集−−『⽣活の質』からケア・⽀援・
サービスを考える：社会的ケア関連 QOL の測定」を作成し、研究成果を臨床現場に還元するこ
とにも寄与した。 
 
(3) 成果総括 

ケアをどのように評価するのかは、社会科学的に⼤きな課題である。その評価は、従来軽視
されてきた側⾯についての批判的検討を含めた、オルタナティブな⾒⽅が要請される。本研究
では、オルタナティブな⾒⽅として、ケアの「社会的側⾯」「利⽤者にとっての⽣活の質」「ア
ウトカム」という要素を重視し、そうした要素を含む評価がメインストリーミング化した社会
の実現にむけ、そこから遡って、設計科学的アプローチで「ケアを可視化するツール」として
の社会的ケア関連 QOL 尺度の開発と、当該ツールによるエビデンス・データの収集、データ
に基づくケアマネジメントの実装化を試みた。プロジェクトの成果は、学術的知の蓄積に加
え、その実践への還元という点で、相当程度の貢献を⾏えた。「ケアを社会的に評価する妥当な
社会的仕組みを構築する」ことに向けた、設計志向・政策志向の研究の発展に寄与する研究と
なったと考える。 
 
（引⽤⽂献）＊研究班の成果に関する⽂献情報は、後述の主な発表論⽂等を参照のこと。 
長澤紀美子（2012）「ケアの質の評価指標の開発と課題」『季刊・社会保障研究』48(2):133-151. 
筒井孝子（2016）「ケアの質評価：国際的な到達点と日本の今後」『社会保障研究』１(1)：129-

147． 
DoH (2013) The Adult Social Care Outcomes Framework 2014/2015, Department of Health.. 
Netten A, Burge P, Malley J. et.al. (2012) “Outcomes of social care for adults: developing a 

preference-weighted measure,” Health Technology Assessment, 16:1-165. 
OECD (2013) A Good Life in Old Age? : Monitoring And Improving Quality In Long Term Care, 

Paris: OECD. 
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